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札幌ドーム指定管理者 
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 札幌ドームの管理運営に関する協定書第２３条第１項の規定に基づき、令和６年度の事業の

実施状況等につきまして、以下の通りご報告いたします。 

Ⅰ  管理運営業務実施状況  

１ 貸館事業報告  



（１）利用日数（稼働率）及び来場者数 

貸館内訳（1/2 頁） 



 

（２）貸館内訳（2/2 頁） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２ 市民利用事業・展望台運営事業等報告 

（１）市民利用事業等利用実績 

※「ナイトラン」は自主事業として実施した。 

 

（２）展望台運営事業等利用実績 

※「ドームツアー」は自主事業として実施した。 

 

（３）その他利用実績 

※「ゆきひろば」は自主事業として実施した。 

 

 

 



３ 駐車場運営事業報告 

（１）駐車台数実績（羊ケ丘口及び関係者口） 

 

 

４ アマチュア大会実施報告（札幌市補助金対象イベント） 

（１）大会利用実績 

 

 

５ 外構緑地管理報告 

（１）植栽樹木管理 

ア 薬剤塗布     ブナ８本 

イ 剪定       ブナ２本、エゾヤマザクラ１本、ウダイカンバ１本 

 ポプラ８１本、イタヤカエデ６本 

ウ 枯死木伐採・伐根・補植 ハルニレ 1 本、シラカバ１本、ヤマボウシ１本 

エ 添木直し     キタゴヨウマツ４本 

オ 冬囲い（外注）  アカエゾマツ１本、イチイ５３本、ライラック３本 

    アオダモ４本、ノムラモミジ１本 

カ 冬囲い（直営）  ４２９本 



 

（２）芝生スタンド管理 

ア 刈込         ８回 

 

（３）その他の草地管理 

ア 刈込         3 回 

 

（４）ウラウチナイ川土手下 

ア 草刈り        １回 

 

 

（５）練習場管理 

ア 刈込        ５４回 

イ 施肥        １０回 

ウ 散水        ５７回（全面１４回、スポット７回、播種修理地３６回） 

エ 更新作業       １回 

オ 目土         ２回 

カ 薬剤散布       ７回 

 

（６）西側一般駐車場管理 

ア 緑化分離帯草刈り    ６回 

イ 冬期間における除雪  ３９回   

ウ 冬期間における排雪   ５回 

 

（７）アートグローブ管理 

ア 通年－月１回の巡回点検 

イ 冬季－雪から作品を守るため、アートグローブの３作品に養生実施。 

除雪による破損防止のため、目印のポールを設置。 

 

6 備品点検 

     備品について、所要の性能を発揮する状態を維持するよう管理し、常に保守点検、 

清掃等を行うとともに、不具合が生じた場合は修繕を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

7 再委託先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 保守点検業務 

（１）施設設備点検（㈱アサヒファシリティズ実施分） 

 

 

 



（２）大型可動物・場面転換用車両点検 

 

（３）その他点検（1/2 頁） 



その他点検（2/2 頁） 

 

 

 

 



 9 修繕工事等実施報告 

（１）施設改修等実施状況 

 

（２）修繕・補修実施状況（1/3 頁） 



（２）修繕・補修実施状況（2/3 頁） 



（２）修繕・補修実施状況（3/3 頁） 

  



Ⅱ  自主事業実施状況  

１ 物販事業・飲食事業報告  

 

直営及び委託店舗の運営状況 

 

２ ドームツアー、ナイトラン、ゆきひろば事業報告 

 各来場者数については、「Ⅰ管理運営業務実施状況―２ 市民利用事業・展望台運営事

業等報告」にて報告。 

 

 

 



 

３ 広告事業報告 

（１）ネーミングライツ事業 

   ７月 19 日に大和ハウス工業株式会社さまとネーミングライツ契約を締結し、８月１日

より施設の愛称が「大和ハウス プレミストドーム」に決定した。大和ハウス工業株式会社

さまとの連携・協力により、札幌のスポーツや文化を世界に発信することを目的とし、 

①スポーツの普及振興、②市民文化の向上、③施設の維持管理 に努めた。あわせて、新た

な愛称を周辺地域の皆さまや施設を利用される皆さまに広く認知いただくことで、親しみ

が持てる施設として地域社会のさらなる発展に寄与した。 

  新愛称：大和ハウス プレミストドーム（略称：プレミストドーム） 

  契約期間：2024 年８月１日～2028 年７月 31 日（４年間） 

  契約金額：非公表 

 

  【具体的な実施内容】 

  ①スポーツの普及振興 

   コンサドーレ戦 22 試合、アマチュアスポーツ大会 28 日間、ラグビー等その他プロスポ

ーツ 4 日間の開催支援を行ったほか、トレーニングルーム事業における運動教室や特別

企画の実施により、市民の皆様が気軽に運動できる施設であるための施策を実施した。 

  ②市民文化の向上 

   北海道最大のハンドメイドフェスティバル「サッポロ モノ ヴィレッジ」の年２回開催

ほか、初めての誘致が実現した e スポーツ世界大会「APEX LEGENDS™ GLOBAL 

SERIES YEAR 4 CHAMPIONSHIP」や地域に根差したミュージカル劇団が主催の「も

えぎ色ワンダーランド in 札幌ドーム」などの開催を通して、より広く新しい層のお客

さまにもイベントをお楽しみいただける機会を創出した。 

  ③施設の維持管理 

   お客さまの安全を第一に考えた施設の運用・維持管理を推進し、敷地内のみならず近隣

地域を含めて、事故発生の防止に努めた。また、日々の清掃業務や外構維持管理業務を

通して豊かな景観や清潔感のある施設維持に努めたほか、場面転換業務により多目的施

設としての機能を最大限発揮できる環境を維持した。 

 



（２）ドーム内広告看板の販売状況 

 

（３）セールスプロモーション協力事業・3D データ貸出事業 

物品の販売や広告物の配布などのセールスプロモーション（販売促進）にあたっ

て、運営面でのサポートを行うとともに、札幌ドーム３D データの貸出を行った。 

・セールスプロモーション実施イベント ３９日間 

・３D データ貸出事業実施イベント ０日間 

 

４ その他自主事業報告 

（１）友の会組織（札幌ドームメンバーズクラブ）事業 

開業時より継続して運営する友の会組織は、現会員数９千人であり、イベント情報

を提供したほか各種優待サービスを実施した。 

 

（２）コインロッカー事業の運営状況 

遠方からいらっしゃるお客さまや、座席をゆったりとご利用されたいお客さまのた

め、以下の７か所にコインロッカーを設置した。 

・総合案内（北ゲート３横） 

・敷地内エレベーター横（ドーム歩道橋～北ゲート間） 

・１階コンコース 5 か所  

 



（３）カプセルトイ事業の運営状況 

   札幌ドーム公式フィギュアをカプセルトイとして以下の２か所で販売した。 

  ・総合案内（北ゲート３横） 

  ・展望台 

 

（４）コンサート時ワゴン物販及びアイス販売事業 

コンサートでは、コンコースにてオペラグラスをワゴン販売したほか、観光来場者 

サービスのために１階北ゲート３横「総合案内」にてアイスを販売した。 

 

（５）観光事業・トレーニングルーム（TR）事業における割引斡旋報告 

    集客施策の一環として、各旅行代理店、観光案内誌、観光施設、会員組織に対し、 

広報活動及び割引斡旋を行った。 

 



Ⅲ  利益還元実施状況  

利益還元の実施状況については、別添の「収支決算書 様式１（総括表）」のとおり。 

  

Ⅳ  社員研修実施状況  

● 甲種防火管理・防災管理新規講習（新規・再講習） 

・対象者 ：社員１名（新規１名） 

・実施内容：消防法に基づく講習。防火管理の意義及び制度、火気管理、施設・設備の維

持管理、防火管理に係る訓練及び教育、防火管理に係る消防計画等 

 

● 自衛消防訓練/消火訓練 

・7/23  ①地震火災総合訓練 ②消火訓練  

当社社員及び委託事業者 計 61 名参加 

・12/17 ①地震火災総合訓練 ②消火訓練  

 当社社員及び委託事業者 計 57 名参加 

 

● 防火・防災社内講習会 

・対象者 ：全社員 

・実施内容：危機管理マニュアルについて 

（資料配信による代替実施） 

 

● 安全運転管理者等講習 

・対象者 ：社員１名 

・実施内容：道路交通法に基づく講習。自動車および道路の交通に関する法令の知識、自

動車の安全な運転に必要な知識、自動車および運転者に対する交通安全教育

に必要な知識・技能、安全運転管理に必要な知識・技能等 

 

● 食品衛生講習会 

・対象者 ：商業一課社員及び売店事業者 

  ・実施内容：食品衛生に対する意識向上と注意事項ついて 

2024 年 9 月 6 日売店拭き取り検査結果を受け 10 月 22 日に実施 

2025 年 2 月 26 日売店拭き取り検査結果を受け 3 月 19 日に実施 



 

  ● コンプライアンス研修（全社員向け） 

・実施内容：個人情報保護法について 

 個人情報データマッピング棚卸後、再度個人情報管理についての資料を社内配信し、 

全社的な個人情報管理に対する意識を高めるもの。 

 

● コンプライアンス教育研修（新人社員研修） 

・対象者 ：キャリア採用における新入社員 

   2024 年 7 月 1 日～27 日  ：営業一課キャリア採用 1 名 

   2024 年 11 月 1 日～30 日 ：営業二課キャリア採用 1 名 

   2025 年 1 月 6 日～31 日  ：商業一課キャリア採用 1 名 

 

● 管理職研修 

・対象者 ：部長職（個人情報管理者） 

・実施内容：今後の個人情報の管理方法、漏洩時の対応方法等に関する研修 

  



 

Ⅴ  環境配慮への取組状況  

現在は、第一次環境目標「ECO MOTION2021」に続く、2030 年度を目標年（基準年

は 2016 年度）とする第二次の環境目標「ECO MOTION 2030」を策定し、脱炭素社会・

循環型社会の実現に向けて一層取り組みを進めている。重点的に取り組むべき指針として

は「マネジメント体制の推進・法令遵守の徹底」、「脱炭素社会に向けた取り組み」、

「循環型社会に向けた取り組み」及び「生物多様性の保全と環境啓発活動の推進」の４つ

とし、未来の子どもたちのために、人と自然にやさしい施設を目指した取り組みを進めて

いる。 

なお、数値目標は「脱炭素社会に向けた取り組み」としてＣＯ２排出量の削減と、「循

環型社会に向けた取り組み」として一般ごみ排出量の削減の２項目に絞り、札幌市と同様

に 2016 年度を基準年として、施設運営と脱炭素社会・循環型社会の実現を両立するため

一層努力をしていくこととしている。 

 

１ マネジメント体制の推進・法令遵守の徹底 

（１）ＳＤＧｓ推進会議の設置・運営 

[環境数値目標] ※設定しない 

 

      2021 年度までは環境への取り組みの推進を目的として「エコ推進会議」を開催し

ていたが、環境の視点のみならず、ＳＤＧｓ全体の取り組みを一層推進するため、

2022 年度からは「ＳＤＧｓ推進会議」という会議体を設置した。エネルギー使用量

や廃棄物排出量の削減、環境意識の啓発などに向け、各部門の環境活動状況の把握と

具体的な対応策を検討し、社内に発信した。この会議を通して全社員が当社の担う

日々の業務をＳＤＧｓや環境への取り組みと関係付けて行動することで、大和ハウス 

プレミストドームの一層の付加価値向上と社員、関係事業者の意識醸成に繋がること

を目指している。 

 

２ 脱炭素社会に向けた取り組み 

 （１）省エネルギーによるＣＯ２排出量の削減 

[環境数値目標]CO２排出量を 2016 年度より６０％削減 

（目標年：2030 年度） 

2016 年度 

（基準年） 

2023 年度 

（前年度） 

2024 年度 

（今年度） 

前年対比 基準年対比 

9,640t 5,704t 5,525t 3.1％削減 42.7％削減 

      照明類のＬＥＤ化や空調・照明などの緻密な制御と適正運用に努めたことによ

り、ＣＯ２の排出量は前年比 3.1％の削減となった。 

 

 



  [2024 年度の主な取り組み] 

  ・館内各所空調、自然換気・採光の適正運用 

  ・エコキュート及びエコノパイロット等の適正運転 

・太陽光発電設備の適正管理 

  ・アリーナ照明（Ｊリーグ、場面転換作業等）の緻密な制御 

  ・ごみの減容化による輸送効率化 

  ・「ドームニュース」「イベントカレンダー」等の広報誌印刷にグリーン電力及び  

植物油インクを使用 

  ・ロードヒーティングの温水温度設定の変更による設備運転の改善 

  ・ロードヒーティング稼動エリアの削減 

・ＷＥＢ燃料管理サイトを活用した車両の燃費管理 

・一般照明のエリア及び点灯時間の見直し 

・節電のため、諸室やバックヤードの照明スイッチ付近に「こまめに節電」掲出 

 

３ 循環型社会に向けた取り組み 

 （１）廃棄物の削減と資源循環の削減 

[環境数値目標] 一般ごみを 2016 年度より４０％削減 

（目標年：2030 年度） 

2016 年度 

（基準年） 

2023 年度

（前年度） 

2024 年度

（今年度） 

前年対比 基準年対比 

214.0t 123.4t 159.8t 29.5％増加 25.3％削減 

 

    ハイブリット芝導入により芝ごみがリサイクル（堆肥化）できなくなり、2021 年

6 月以降一般ごみとして焼却または埋立処分しているため、2016 年度より一般ごみ

における芝ごみの量は増加しているが、プロ野球の開催がなくなり、イベント来場

者数が減少したことで、一般ごみの総排出量は減少した。2023 年度から約 3 割増加

しているのは、2024 年 9 月にホヴァリングサッカーステージの芝の大規模な貼替を

実施し、芝ごみが増えたため。 

 

 [2024 年度の主な取り組み]  

    ・リサイクルポストで分別回収の呼びかけによるイベント時のごみ分別回収の推進 

    ・リサイクルポストの英語表記などで、外国人にごみ分別リサイクルへの協力を依頼 

    ・(株)コンサドーレと連携し、リサイクルポスト付近にマスコットの分別呼びかけパ 

ネルを設置。クラブ・サポーター・清掃事業者との共同によるごみ削減推進。 

    ・(株)コンサドーレと連携し、障がい者の就労支援として、リサイクルポストでの分 

別案内を障がい者の方が行うためのごみ分別とごみ袋掛けの事前レクチャーを実施 

・飲食売店でのレジ袋削減 

・廃棄予定だったベビーベッドを、授乳室内授乳コーナーで有効活用 

・廃材の再利用 

・売れ残り弁当を分別廃棄し、食べ残しや弁当外箱・わり箸・箸袋等をリサイクル 

・委託事業者と協同した事業系ごみの分別推進 



・弁当容器にリサイクルシールを貼付 

・植栽の剪定枝や添え木などをリサイクル 

・蛍光管、乾電池、パソコン、金属くず、木製パレットなどのリサイクル化 

    ・来場者弁当の適正発注によるロス率抑制 

    ・ペットボトル持ち込み解禁に伴うごみ箱の設置 

    ・(株)コンサドーレと連携し、ペットボトルキャップを回収し黒板消しの一部へリサ 

イクルして北海道の子どもたちへ還元する取り組みを開始 

 

４ 生物多様性の保全と環境啓発活動の推進 

（１）生物多様性の保全 

[環境数値目標] ※設定しない 

 

[2024 年度の主な取り組み]  

・年２回の草地の刈込み、植栽の剪定や補植、冬囲いなどによる適切な緑地管理 

・高茎草地を好む鳥を誘うために、あえて草を刈らない高茎草地エリアを用意 

 

（２）環境啓発活動の推進 

[環境数値目標] ※設定しない 

 

[2024 年度の主な取り組み]  

・ドームツアーにおけるリサイクルポストの紹介 

ドームツアーにご参加されたお客さまに、リサイクルポストによるごみ分別の取り 

組みについて紹介。 

・ドームツアーメニュー「環境ＥＣＯツアー」の運用 

中学年から高学年の小学校団体向けに大和ハウス プレミストドームのＥＣＯ活動を 

中心にご案内する新たなドームツアーコースを運用。 

・ネイチャーポジティブの取り組みに関するパネル展示 

３階展望台、キッズパークへの通路に、自然の豊かさの減少を止め回復させる  

「ネイチャーポジティブ」視点の取り組みを紹介するパネルを展示した。 

・「近隣小学校環境啓発事業」の実施（２日間） 

大和ハウス プレミストドームの近隣に住む子どもたちに、大和ハウス プレミスト 

ドームをより身近に感じてもらうとともに、環境問題や地域への関心を高める機会 

を提供するため、周囲約 1.５km 圏内にある小学校の５年生をドームツアーメニュ 

ー「環境ＥＣＯツアー」に招待し、当社のＳＤＧｓ、環境への取り組み等について 

説明。（参加者数：羊丘小学校、月寒東小学校 計１９０名） 

・近隣小学校の校外学習の受け入れ 

近隣小学校の地域を学ぶ教育の一環として、子どもたちが大和ハウス プレミストド 

ーム敷地と展望台を遠足で訪れ、小学生全校児童が来場した。 

（参加者数：福住小学校１～６年生 計６４１名） 

 

 

・職場体験の受け入れ 



委託事業者が実施する職場体験学習の受入協力（参加者数：１０月専門学校２名、 

１月市立高等支援学校８名） 

・コンサドーレ×大和ハウス プレミストドーム「野鳥観察会」を実施 

(株)コンサドーレと連携し、試合開催日に敷地内での野鳥観察会を実施。 

（９月１日/ 参加者数１８名） 

・ノー残業デーの実施 

月１回ノー残業デーを設け、事務所内の省エネルギーに努めた。 

・札幌ドームクリーンアップ作戦の実施（１日） 

社員の環境意識の向上を図るとともに、地域社会への貢献活動として、大和ハウス 

プレミストドームの敷地内及び周辺道路の清掃活動を行った。関係事業者にも声が 

けし、より多くの参加を募った。 

（参加者数：当社３９名＋(株)コンサドーレ３４名 計７３名） 

・イベントでの環境啓発ブースを出展（２日間） 

「環境広場さっぽろ 2024」で当社の環境啓発ブースを出展し、ＳＤＧｓクイズの  

実施やパネル掲出を行った。 

（環境広場ほっかいどう 2024：８月２４日・２５日） 

・環境関連団体等への参加 

「さっぽろエコメンバー（レベル３）」 

「北海道グリーン・ビズ認定制度」 

「生物多様性さっぽろ応援宣言企業」 

「さっぽろまちづくりスマイル企業認定制度登録」 

・資源と環境保護のため、広報物に植物油インクを使用 

・節水のためにトイレに流水擬音装置を追加設置 

・敷地内樹木１５０本に「樹木プレート」設置（2019 年度から継続） 

・「エコプレイヤーキッズ」「大和ハウス プレミストドームおさんぽＭＡＰ」リーフ 

レット配布 

・ＳＮＳによる敷地内の魅力発信 

当社公式Ｘにて、敷地内の風景や生息する生き物の紹介などを行い、当社の敷地  

環境の豊かさについて積極的に発信 

・節電のため、諸室やバックヤードの照明スイッチ付近に「こまめに節電」掲出 

 

             以 上 

 



単位：千円
１　収入 【税抜き】

予算額 決算額

指定管理費 95,726 62,170 ※光熱費高騰等に起因する指定管理費

利用料金収入 845,370 782,220

その他の収入 254,237 481,370

1,195,333 1,325,761

618,544 551,424

8,800 9,979

1,822,677 1,887,164

大項目 中項目 小項目 予算額 決算額

人件費 228,181 217,410

物件費 18,386 18,492

小計 246,567 235,902

人件費 111,745 126,886

物件費 1,155,918 1,206,820

小計 1,267,663 1,333,706

1,514,230 1,569,608

人件費 54,457 54,593

物件費 316 235

小計 54,773 54,828

人件費 109,603 93,053

物件費 126,767 115,618

小計 236,370 208,672

291,143 263,500

人件費 0 0

物件費 0 0

小計 0 0

人件費 0 0

物件費 8,800 9,979

小計 8,800 9,979

8,800 9,979

1,814,172 1,843,087

予算額 決算額

▲ 318,897 ▲ 243,847

327,401 287,924

0 0

8,505 44,077

自主事業等による利益還元 合計 300 244,410

（内訳） ①管理運営経費充当 - 130,819
②消費増税減収補填 - 0
③アマ大会支援 - 113,028
④招待事業等貢献 0 0
⑤改修工事等 300 563
⑥保全小規模修繕 0 0
⑦その他利益還元 0 0

8,205 43,514

法人税等（法人税、住民税及び事業税） 530 530

注)

摘要

項目

指定管理支出小計 (D)

自主事業

指定管理収入小計 (A)

事業費

自主事業支出小計 (E)

２　支出

4　収支の表の法人税等欄の額が確定していない場合は、予想される税金の額を記載してください。

支出計 (D)+(E)+(F)

 3 施設収支合計-（④+⑤+⑥）利益還元後の収支

自主事業収支差 (B)-(E)

３　収支

3 指定管理業務収支差（赤字）のうち消費増税減収補填分

3 指定管理業務収支差（赤字）のうちアマ大会支援による減収分

3 指定管理業務収支差（赤字）のうち下記②③を除いた金額

受託事業

様式1　令和6年度札幌ドーム収支決算書(総括表)

自主事業収入 (B)

収入計 (A)+(B)+(C)

指定管理業務

摘要

管理費

事業費

指定管理業務

受託事業収入 (C)

3　支出の表は、様式3に基づき作成してください。

1　施設において自主事業として実施した、札幌市その他の機関や団体からの受託事業がある場合には、当該受託事業をそ
の他の自主事業と区分して記載してください。 (様式2以下についても同様です。)

項目

事業費

指定管理業務収支差 (A)-(D)

管理費

別途「株主配当」はなし
（令和2年度決算の剰余金処分）

管理費

2　収入の表は、様式2に基づき作成してください。なお、行が足りない場合は、適宜追加してください。

受託事業支出小計 (F)

施設収支合計

受託事業収支差 (C)-(F)

備考



様式2　令和6年度札幌ドーム収支決算書(収入)

1.利用料金収入
単位：千円【税抜き】

区分 単位
利用料金
（単価）

利用回数 決算額 備考

782,220

注)

4.8

イベント総来場者は、
　1,112,940人（主催者発表値）

一時集中型イベントのほか、
分散型・非イベント日含む

ブルペン利用含む

8,470

814

1,977

サッカー練習場
（市民利用）

693,075
イベント

（本番日）
129日

14枠

362枠

貸館
（アリーナ・諸室等）

駐車場

草野球等
（市民利用）

74,230

人工芝一般
／2時間1枠

クローズド
アリーナ

観戦・鑑賞型
イベント／１日

平日50名まで
／3時間1枠

土日祝50名まで
／2.5時間1枠

2.5
一時集中型

イベント
24,999台

一時集中型
イベント

普通自動車
／1回1台

平日：100
土日祝：200

トレーニング室
（市民利用）

展望台 2,982

　※単位・利用料金は代表的な区分のみ記載。
　※利用料金（単価）は税込金額で記載。

0.52 9,124名

9,141

2　原則として消費税込みで記載してください。（税抜きの場合はその旨記載してください。）
1　行が足りない場合は、適宜追加してください。

総計

ドームツアーとの共通券収入は、
料金比率により按分

0.5

屋外
サッカーステージ
（市民利用）

3時間1枠
平日：100

土日祝：200
00枠

個人大人
／1回1名

ナイトラン単独利用者除く一般／1回1名 24,501名



2.指定管理業務の事業収入、自主事業収入、受託事業収入
単位：千円【税抜き】

項目 決算額 摘要

152,130 令和6年度アマチュア大会減免補てん補助金

51,327 令和6年度コンサドーレ減免補てん補助金

277,913
貸館利用に伴いイベント主催者から受託する
各種業務請負収入

0

481,370

328,177
「リレーマラソン」、「モノヴィレッジ」等イベント開催による収入、ネーミングライ
ツ・広告看板の収入、運動教室・ナイトラン開催による収入、イベント時の
セールスプロモーションによる収入、ゆきひろば事業による収入　他

184,033
委託事業者からの手数料収入、弁当販売による収入、ケータリン
グ管理手数料、グッズ販売による収入、イベント物販管理手数料、
コインロッカー事業者からの手数料収入 他

677 展望台との共通券収入は、料金比率により按分

13,764
チケット等販売による収入、メンバーズクラブ年会費
他

24,774
事務所棟賃貸料収入、受取利息、写真使用料、
その他雑収入　等

551,424

9,979 札幌市（豊平区土木部）から受託

9,979

1,042,774

注)

指定管理
業務

アマチュア大会減免補てん補助金

コンサドーレ減免補てん補助金

貸館受託業務請負収入

リサイクル資源ごみ売却収入

札幌ドーム関連道路施設等
維持管理業務

自主事業

その他収入

自主事業収入計

チケット販売
・メンバーズクラブ事業

事業名

自主イベント等事業

指定管理業務 事業収入計

5　受託事業欄は、様式1(注1)の事業について記載し、摘要欄には委託元名を記載してください。

受託事業収入計

事業収入計

1　項目毎に、事業単位で記載してください。

4　自主事業において札幌市その他の機関や団体からの補助金の交付を受けた場合には、摘要欄に補助金の交
付元名、補助事業名、補助率等を簡潔に記載してください。

2　行が足りない場合は、適宜追加してください。
3　原則として消費税込みで記載してください。（税抜きの場合はその旨記載してください。）

飲食物販等事業

ドームツアー事業

受託事業



単位：千円【税抜き】

管理費 事業費 管理費 事業費 管理費 事業費

給料手当 175,059 95,990 42,054 72,331 - -

臨時雇賃金 0 9,818 0 3,647 - -

福利厚生費 1,765 820 315 820 - -

法定福利費 28,599 14,050 6,425 11,989 - -

退職金掛金 11,986 6,209 5,799 4,267 - -

人件費計 217,410 126,886 54,593 93,053 0 0

旅費・交通費 3,333 2,204 0 2,550 - -

光熱水費 - 268,530 - 0 - -

通信運搬費 - 4,159 - 672 - -

租税公課 - 68,353 - 2,522 - -

広告宣伝費 - 7,769 - 5,600 - -

保険料 - 10,402 - 0 - -

賃借料・使用料 - 131 - 0 - -

リース料 - - - - - -

修繕費 - 12,038 - 7,395 - -

消耗品費 1,397 12,366 - 3,110 - -

備品費 - - - - - -

印刷製本費 - - - - - -

諸謝金 - - - - - -

委託費 - 769,177 - 25,692 - 9,979

支払手数料 8,788 3,930 - 1,503 - -

商品仕入高 - - - 36,565 - -

販売手数料 - 4,189 - 11,958 - -

販売促進費 - 2 - 556 - -

保守料 - 32,597 - -2,244 - -

車両諸経費 - 6,388 - - - -

減価償却費 - - - 14,122 - -

その他販管費等 4,974 4,585 235 5,618 - 0

行政財産の目的
外使用料

- - - 0 - -

物件費計 18,492 1,206,820 235 115,618 0 9,979

235,902 1,333,706 54,828 208,672 0 9,979

4　受託事業欄は、様式1(注1)の事業について記載してください。
5　自主事業、受託事業において事業数が複数の場合、各事業の合計額を記載してください。

受託事業

注)
1　行が足りない場合は、適宜追加してください。
2　原則として消費税込みで記載してください。（税抜きの場合はその旨記載してください。）
3　管理費、事業費を区分する際の考え方は次のとおりとします。

・管理費：施設における事業を管理するために経常的に要する費用。管理部門の費用など。

科目項目

・事業費：施設における事業の目的のために直接要する費用で管理費以外のもの。

自主事業

様式3　令和6年度札幌ドーム収支決算書（支出）

人件費

物件費

支出計

指定管理業務



様式5　令和6年度収支決算書(支出)の内訳(物件費)
単位：千円

1　指定管理業務 【税抜き】

管理費 事業費

旅費・交通費 3,333 2,204
【管理費】社員通勤費
【事業費】社員通勤費、出張旅費、ｱﾙﾊﾞｲﾄ社員通勤費等

光熱水費 - 268,530 【事業費】電気・ガス・水道料金

通信運搬費 - 4,159 【事業費】電話・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ回線使用料、TV受信料、郵便・宅配便代等

租税公課 - 68,353 【事業費】事業所税、法人事業税、収入印紙代

広告宣伝費 - 7,769 【事業費】ﾄﾞｰﾑﾆｭｰｽ等広報物制作、地下鉄等広告掲出、各種協賛等

保険料 - 10,402 【事業費】施設所有管理者賠償責任保険、車両保険等

賃借料 - 131 【事業費】貸館備品等

リース料 - - 　　-

修繕費 - 12,038 【事業費】施設維持管理に係る各種修繕等

消耗品費 1,397 12,366
【管理費】事務OA用品等
【事業費】施設維持管理に係る各種消耗品等

備品費 - - （該当科目なし／消耗品費に含む）

印刷製本費 - - （該当科目なし／広告宣伝費に含む）

諸謝金 - - （該当科目なし）

委託費 - 769,177
【事業費】清掃・警備・駐車場管理誘導、施設設備管理運転・点検管理、
　　　　　　大型映像装置管理、外構緑地管理、除排雪、現金集配精査、
　　　　　　場面転換、トレーナー業務、コールセンター、貸館受託業務等

支払手数料 8,788 3,930
【管理費】弁護士・社労士報酬、税務・会計監査報酬、産業医報酬等
【事業費】一般ごみ・産廃処理費等

商品仕入高 - - 　　-

販売手数料 - 4,189
【事業費】駐車券販売委託手数料・展望台利用に係る送客手数料、
　　　　　　ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室利用に係る決済手数料

販売促進費 - 2 【事業費】展望台利用に係るﾄﾞｰﾑ商品券利用

保守料 - 32,597
【事業費】大型可動物関連、ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室ﾏｼﾝ、ｷｯｽﾞﾊﾟｰｸ遊具、
　　　　　　ｳｪﾌﾞｻｲﾄ関連、光ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｼｽﾃﾑ関連等の保守点検等

車両諸経費 - 6,388 【事業費】場面転換・清掃関連車両・除雪車等の点検・燃料費

減価償却費 - - 　　-

その他販管費等 4,974 4,585
【管理費】社員研修・募集費、会議費、諸会費、調査費、新聞図書費等
【事業費】交際費、ｱﾙﾊﾞｲﾄ社員募集費等

計 18,492 1,206,820

注)

3　摘要欄には各科目の予算の積算内訳を記載してください。

1　行が足りない場合は、適宜追加してください。
2　原則として消費税込みで記載してください。（税抜きの場合はその旨記載してください。）

決算額
摘要科目



単位：千円

2　自主事業 【税抜き】

管理費 事業費

旅費・交通費 0 2,550 【事業費】社員通勤費、出張旅費、ｱﾙﾊﾞｲﾄ社員通勤費等

光熱水費 - 0 （該当科目なし）

通信運搬費 - 672 【事業費】自主イベント・ 物販・飲食用通信回線使用料等

租税公課 - 2,522 【事業費】自社所有資産（事務所棟等）に係る固定資産税

広告宣伝費 - 5,600
【事業費】ﾒﾝﾊﾞｰｽﾞｸﾗﾌﾞ会報誌、各種ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ･ﾁﾗｼ等制作、
　　　　    ﾒﾝﾊﾞｰｽﾞｸﾗﾌﾞ入会促進ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ経費等

保険料 - 0 【事業費】事務所棟（店舗総合保険）等

賃借料 - 0 （該当科目なし）

リース料 - - （該当科目なし）

修繕費 - 7,395 【事業費】各種備品等の修繕

消耗品費 - 3,110 【事業費】飲料移替用ｶｯﾌﾟ、ﾁｹｯﾄ台紙、自主ｲﾍﾞﾝﾄ用消耗品等

備品費 - - （該当科目なし／消耗品費に含む）

印刷製本費 - - （該当科目なし／広告宣伝費に含む）

諸謝金 - - （該当科目なし）

委託費 - 25,692 【事業費】飲食売店衛生検査、自主ｲﾍﾞﾝﾄ運営、各種調査研究等

支払手数料 - 1,503 【事業費】電子ﾏﾈｰｻｰﾋﾞｽ利用料等

商品仕入高 - 36,565 【事業費】ｸﾞｯｽﾞ・ｽﾀｯﾌ弁当等に係る商品仕入

販売手数料 - 11,958
【事業費】広告・飲食・物販・ﾄﾞｰﾑﾂｱｰ・ﾁｹｯﾄ販売各事業に係る
　　　　　　販売委託手数料

販売促進費 - 556 【事業費】ﾄﾞｰﾑ商品券利用等

保守料 - -2,244 【事業費】飲食POSｼｽﾃﾑ等の保守点検費の戻り

車両諸経費 - - 　　-

減価償却費 - 14,122 【事業費】事務所棟、各種ｼｽﾃﾑ・ｻｰﾊﾞ等

その他販管費等 235 5,618
【管理費】会議費、諸会費、新聞図書費等
【事業費】広告主特典､弁当販売ﾛｽ等

行政財産の目的外
使用料

- 0 　　-

計 235 115,618

注)

3　摘要欄には各科目の予算の積算内訳を記載してください。

1　行が足りない場合は、適宜追加してください。
2　原則として消費税込みで記載してください。（税抜きの場合はその旨記載してください。）

科目
決算額

摘要



単位：千円

3　受託事業 【税抜き】

管理費 事業費

旅費・交通費 - - 　　-

光熱水費 - - 　　-

通信運搬費 - - 　　-

租税公課 - - 　　-

広告宣伝費 - - 　　-

保険料 - - 　　-

賃借料 - - 　　-

リース料 - - 　　-

修繕費 - - 　　-

消耗品費 - - 　　-

備品費 - - （該当科目なし）

印刷製本費 - - （該当科目なし）

諸謝金 - - （該当科目なし）

委託費 - 9,979 【事業費】受託業務に係る清掃、設備点検、除排雪業務

支払手数料 - - 　　-

商品仕入高 - - 　　-

販売手数料 - - 　　-

販売促進費 - - 　　-

保守料 - - 　　-

車両諸経費 - - 　　-

減価償却費 - - 　　-

その他販管費等 - 0 　　-

計 0 9,979

注)

3　摘要欄には各科目の予算の積算内訳を記載してください。

1　行が足りない場合は、適宜追加してください。
2　原則として消費税込みで記載してください。（税抜きの場合はその旨記載してください。）

科目
決算額

摘要


